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テックコミュニケーションズ（大日本スクリーンの100％子会社）
プライバシーマークを取得

大日本スクリーン製造株式会社（本社：京都市上京区／社長：橋本 正博）が100％出資するグループ
会社、株式会社テックコミュニケーションズ（本社：京都市北区／社長：廣島 望介）はこのほど、個人
情報保護に関するコンプライアンス・プログラムの要求事項（JIS Q 15001）を満たし、2007年1月23
日に財団法人日本情報処理開発協会から「プライバシーマーク※」付与の認定を受けました。

近年、情報管理に対する社会の要求はますます厳しくなっており、個人情報をはじめとする情報の漏
えいが発生した場合、企業としての信頼が失墜すると同時に社会的責任が追及され、事業の存続に重大
な影響を及ぼします。従って、企業が社会的信用を得るためには、適切なセキュリティー体制の構築が
必要不可欠になっています。

テクニカルドキュメント、販売促進ツール、ウェブ、名刺をはじめとする多種多様な企画・制作業務
に携わる当社でも、安全でお客さまの信頼を得られるサービスを提供するため、以前から情報セキュリ
ティー体制の強化に取り組んできました。特に、個人情報の保護を当社の事業運営における最重要事項
の一つと位置付け、コンプライアンス（法令順守）、サービス品質および顧客満足度の向上を目指した活
動に取り組み、その一環として2005年4月から、プライバシーマークの認証取得に向けて準備を進め
てきました。

当社では、今後も情報セキュリティー体制の一層の強化に努め、お客さまからの信頼に応えるととも
に企業の社会的責任（CSR）を果たすことで、企業価値のさらなる向上を目指します。また、プライバシー
マークの積極的な活用により、事業競争力の継続的な維持・拡大を図っていきます。

＊ プライバシーマーク
  財団法人日本情報処理開発協会（JIPDEC）が、経済産業省の「個人情報保護ガイドライン」に準拠して個人情報の取り扱
いを適切に行っている民間事業者に対して付与するロゴマーク。この付与認定制度は、�998年4月�日から運用が開始
され、日本工業規格JIS Q �500�に基づいて審査されています。

☆ この画像の印刷用データ(解像度300dpi)は、 
下記URLよりダウンロードできます。

   (www.screen.co.jp/press/nr-photo/)
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＜株式会社テックコミュニケーションズの概要＞
所 在 地： 京都市北区小山西花池町1-1 サンシャインビル
設 立： 1993年7月8日
代 表 者： 代表取締役社長　廣島 望介
資 本 金： 5,000万円
従 業 員 数： 100人
主 な 業 務： テクニカルドキュメント、販売促進ツール、イベント、ウェブ、広報ツール、名刺、ラベル

など、コミュニケーションツールの企画・制作
U R L： www.k-tecs.co.jp

＜大日本スクリーン製造株式会社の概要＞
所 在 地： 京都市上京区堀川通寺之内上る4丁目
設 立： 1943年10月11日
代 表 者： 代表取締役社長　橋本 正博
資 本 金： 539億円
連結従業員数： 4,672人
主 要 製 品：【電子工業用機器】

半導体製造装置、フラットパネルディスプレー（FPD）製造装置、プリント配線板製造装置、
ウエハー・液晶・プリント配線板用検査／測定機器

【画像情報処理機器】
印刷用プレートレコーダー、フィルムレコーダー、画像処理システム、カラースキャナー、
デジタル印刷機、デジタルカラー校正機、デジタルフォント、通信ネットワークサービス

U R L： www.screen.co.jp


